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eo+ c(al) - 0
となる三)e(α)- EL(1-wp2/W2)を(3)に入れ ると
W - wpノ二 三 二
eo+eL





C2 i ELa,p2 - Q,2( EL + E ｡))
とな ｡ , e0--eL-1とすれば Sternの得た式2)になるo
l･2 非局所近似
(3)
電子の表面散乱が specularの場合は imagemetalの方法で内部の解が容 易に求 め
られる｡ FuchsandKliewer3)によるとこの場合の分散式は




となるo Ee, etは縦および横誘電関数であるo(4)で no-retardation limitをとると
- 80- 生 J∞JT -CX)
dqz
(qxu+ qz2)Ec(盲,W)
となる. Eeに局所近似 を使 えば直ちに(3)が得 られるoまた hydrodynamic近似すなわ
EC(q,a)=1-






=+ + 1 Pqx
wp2 2 .>ケ wp
(6)











磁場がある場合は,電子の表面散乱を specularとしても, bulkの e(す,Q')のも
つ対称性が imagemetalの方法 を可能にするために必要な対称性と矛盾するために,
(4)のような簡単な形の分散式 を与えることは不可能である｡ しかし磁場の方向が表面に
垂直 という特別な場合について,かっ no-retardationの近似 をすれば(5)式が使える｡
我々はこのことを使 って強い空間分散領域において btHkの longitudinalcyclotron
waveに対応する表面波が存在することを示 した.7)また弱い空間分散領域においては E
(q,W)をqx, qzについて展開し2次の項までにとどめると,q三の項は現れるが
qz2の項が現れない (但 し磁場が表面に垂直のとき)ことを利用すると, Chinand
Quim の局所近似の取扱いで非局所効果を計算することができる｡結果については午
後の発表 (大村 ･辻 )にゆずる｡
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